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補助事業番号 22-1-004 

補 助 事 業 名  平成22年度 サイクリングの普及補助事業 

補助事業者名 財団法人 日本サイクリング協会 

 

１．補助事業の概要 

（１）事業の目的 

サイクリングによる野外活動の普及奨励を通じて国民の心身の健全な育成

を図り、もって公益の増進に寄与する。 

（２）実施内容 

上記目的達成のため、下記事業を行った。 

ア．指導者の育成等事業 

現在の自転車ブームの中にあって、自転車を取り巻く社会のニーズに応

え、サイクリングの普及を実践する質の高い指導者を養成した他、自転

車乗用の実際に即した指導者用テキスト教材「サイクリングインストラ

クター・ディレクター養成講習会用サイクリング専門科目テキスト」

（追補版）を増刷し、講習会を実施開催する各都道府県サイクリング協

会宛に送付した。 

・指導者養成講習会の3道県協会3会場で開催した。 

 養成指導者数:80名 

・教材等作成・整備 

  指導用テキスト作成数:200部 

■指導者の育成等事業写真 

    東京の受講者スタッフ      講習の様子 
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新宿に向けて実走講習            増刷したテキスト追補版 

  

イ．サイクリング大会等の開催事業 

サイクリング愛好者の拡大を図るため、各都道府県サイクリング協会と

連携し、全国サイクリング大会、ブロック大会（6大会）、県サイクリン

グ及びサイクルスポーツ大会（46大会）を実施した 

・全国サイクリング大会の開催 平成22年10月 2～ 3日  

奈良県奈良市周辺において全国サイクリング大会を開催した。 

     参加者数:860名 

    ・ブロックサイクリング大会の開催 

         平成22年 7月30日～11月14日の各大会実施期間で、北海道名寄市周辺、

岩手県遠野市周辺、新潟県南魚沼市周辺、岡山県真庭市周辺、長崎県

諫早市周辺の6会場においてブロックサイクリング大会を開催した。 

     総参加者数:1,140名 

・県サイクリング及びスポーツ大会の開催 

         平成22年 4月 1日～平成23年 3月 6日の各大会実施期間で、大阪府大

阪市を初めとして千葉県房総半島まで28道府県サイクリング協会等で

合計46大会を開催した。 

     総参加者数:7,767名 
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■県サイクリング及びスポーツ大会の写真 

東京センチュリーライドのリザルト   東京センチュリーライド記念写真 

  

東京センチュリーライドスタッフ    東京センチュリーライド準備 

  

   ウ．特別普及奨励事業 

     地方自治体等と連携し、蔵王ヒルクライム大会、シティサイクリング大

会、親子ふれあいサイクリング大会、自然共生サイクリング、Ｍｔ.Ｆｕ

ｊｉエコサイクリングを開催した。 

・蔵王ヒルクライム大会の開催 

平成22年 5月15～16日 宮城県刈田郡蔵王町においてヒルクライムサ

イクリング大会（日本の蔵王ヒルクライム・エコ）を開催した。 

     参加者数:975名 

 

 

 



 - 4 - 

■蔵王ヒルクライム大会の写真 

左：蔵王名物雪の回廊 

右：大会実行委員を務める競輪選手の佐藤さんが元競輪選手で北京パラリンピッ

ク金メダリストの特別参加の石井選手を全面サポート 

  

    ・シティサイクリング大会の開催 

          平成22年 9月19日 東京都新宿区（都庁）～港区お台場～新宿区神宮

外苑 のコースにおいて都市型サイクリング大会（東京シティサイクリ

ング）を開催した。 

     参加者数:2,751名 

■東京シティサイクリングの写真 

グループごとに都庁都民広場に集合し庁舎前の道路に移動してスタート 
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スタート前風景１          スタート前風景２ 

  

 

エイドステーション風景 

 

笑顔が印象的             ゴールも笑顔 

  



 - 6 - 

    ・自然共生サイクリングの開催 

          平成22年10月 9～10日 長野県飯山市周辺において、自然共生サイク

リング大会（信越五高原ロングライド）を開催した。 

     参加者数:127名 

■自然共生サイクリングの写真 

左：早朝の受付 

右：全部寄ると体重が増えると評判のエイドステイション 

  

    ・親子ふれあいサイクリング大会の開催 

     平成22年11月16日 千葉県松戸市松戸競輪場及びその周辺において

ファミリーサイクリング大会（松戸ファミリーサイクリング大会）を

開催した。 

     参加者数:：約110名 

■親子ふれあいサイクリング大会の写真 

松戸競輪場駐車場をスタート   江戸川右岸を矢切方面へサイクリング 
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グループごとにサイクリング 

 

    ・Ｍｔ.Ｆｕｊｉエコサイクリング大会の開催 

     平成22年 9月 4～ 5日 静岡県及び山梨県の富士山周辺においてエコ

サイクリング大会（Ｍｔ.Ｆｕｊｉエコ・サイクリング）を開催した。 

     参加者数:1,675名 

■Ｍｔ.Ｆｕｊｉエコ・サイクリングの写真 

朝日を浴びてのスタート        会場は山中湖きらら 

  

 

富士山麓クリーニング出発前説明   バイクスタッフがコース巡回 

  

   エ．自転車公園開場事業 

神宮外苑の周回コースを毎日曜・休日に自動車の交通規制を実施して、
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自転車を無料で貸出し、サイクリングを楽しんで貰うとともに、児童・

幼児等を対象に、乗り方教室を開催した。 

実施回数:56回 

利用者数:69,583名 

■神宮外苑サイクリングコースの写真 

四谷警察署と共催で自転車教室を絵画館前で開催 

  

２．予想される事業実施効果 

本事業の実施により、サイクリングは健康の維持・増進に役立つ生涯スポーツ

として、また身近なレクリエーション活動として、ますます幅広い年齢層に愛好

されることが期待され、今後、国民的スポーツとして、定着していくものとみら

れる。 

また、地方自治体と本協会の共催により多くのサイクリング大会を開催したこ

とは、地域住民のサイクリングへの認知度を高めるだけでなく、参加者の多くが

開催地の宿泊施設に家族等で宿泊し、大会前後に観光等をすることから、地域の

活性化において、今後ますます貢献できるものと期待される。 

 

３．本事業により作成した印刷物等 

（１）全国サイクリング大会 大会プログラム         800 部 

（２）全国サイクリング大会 大会ポスター          400 部 

（３）蔵王ヒルクライム大会 大会プログラム        2,500 部 

（４）蔵王ヒルクライム大会 大会報告書           500 部 
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（５）東京シティサイクリング 大会プログラム       2,500 部 

（６）東京シティサイクリング 大会報告書          500 部 

（７）Ｍｔ.Ｆｕｊｉエコサイクリング 大会プログラム    2,000 部 

（８）Ｍｔ.Ｆｕｊｉエコサイクリング 大会報告書       500 部 

（９）自転車公園開場事業 神宮外苑サイクリング案内パンフ 2,000 部 

 

４．事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名：財団法人日本サイクリング協会 （ニホンサイクリングキョウカイ） 

住  所：107-0052 

東京都港区赤坂１－９－３ 

代 表 者：会長 谷垣 禎一（タニガキ サダカズ） 

担当部署：業務第１部（ギョウムダイイチブ） 

担当者名：業務第１部部長 小林 博（コバヤシ ヒロシ） 

電話番号：03-3583-5628 

F A X ：03-3583-5987 

E - mail：jca@j-cycling.org 

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.j-cycling.org 

 

〈注１〉 〈注２〉 〈注４〉 〈注５〉 〈注３〉 〈注１〉 〈注２〉 〈注１〉 〈注１〉 〈注３〉 〈注４〉 〈注５〉 〈注５〉 

mailto:jca@j-cycling.org
http://www.j-cycling.org/

